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1 まえがき

近年、60GHz帯における近距離高速無線通信が注目されて
いる。送受信機の性能を劣化させる要因として利得の平坦性・

位相雑音・IQミスマッチが挙げられるが、特にプロセスばら
つきなどにより生じる IQミスマッチの補償は大きな課題であ
る。本研究では、注入同期型発振器 (QILO)及び RF側差動可
変利得増幅器 (RF VGA)を用いた IQミスマッチの補償手法を
提案する。

2 IQミスマッチキャリブレーション
図 1 にキャリブレーションに用いた送受信機回路のブロッ

ク図を示す [1]。回路面積と消費電力を抑えるためダイレクト
コンバージョン方式を採用している。受信機は低雑音増幅器、

RF VGA、パッシブミキサ、BB側差動増幅器、QILOから構成
される。送信機は電力増幅器、RF VGA、アクティブミキサ、
BB側差動増幅器、QILOから構成される。

IQミスマッチの検知は Loop-backを用いることにより受信
機側ベースバンドで行う。QILOは free-run周波数を変化させ
ることにより高精度な位相差の制御が可能であることから [2]、
RF VGA を用いて振幅誤差を調整し、送受信機のもつ位相誤
差及び RF VGAで振幅誤差を補償するために生じた追加の位
相誤差を QILOを用いて補償する [3]。

3 測定結果

図 2,図 3に提案する補償手法を用いる前と後の振幅誤差・位
相誤差及び SNRを示す。提案手法を用いることにより振幅誤
差を 0.2 dB以下、位相誤差を 0.3◦ 以下まで抑制した。以上の
ような IQミスマッチの抑制により、10 dB以上の SNRの改善
を確認した。表 1に送受信機の貫通測定の結果を示す。60 GHz
帯の全チャネルで貫通を確認し、ch.1-3において EVM<-25 dB
を達成した。また、帯域を広げて使うことにより最大 20 Gbps
のデータレートを実現した。

4 まとめ

QILOと RF VGAを用いた高精度な IQミスマッチ補償手法
を提案した。提案手法により振幅・位相誤差を大幅に抑制し、

補正前に比べ SNRが 10 dB向上することを示した。また、貫
通測定において EVM<-25 dBを達成し、帯域を広げることで
20 Gbpsのデータレートを実現した。
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図 2 振幅・位相誤差の補償結果

0

5

10

15

20

25

30

58.32 58.52 58.72 58.92 59.12 59.32

S
N

R
 [

d
B

]

Frequency [GHz]

図 3 SNRの補償結果

表 1 Measurement Summary for 16QAM of RF front-end.


